
2024年度　藤田医科大学　後期理系　第３問

問題 4個の値からなるデータ

11; 35; ¡1; 7

をデータ Aとし，5個の値からなるデータ

11; 35; ¡1; 7; x

をデータ Bとする。ただしデータ Aとデータ Bの分散は等しく，xは正の数値である。次の問いに答えよ。

(1) データ Aの平均値と分散を求めよ。

(2) xの値を求めよ。

(3) 平均値が 1，分散が 15の 10個の値からなるデータがある。このデータをデータ Bに追加してできる 15個の

値からなるデータをデータ Cとした。データ Cの平均値と分散を求めよ。
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